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第
２
期
三
好
町
障
が
い
福
祉
計
画
案
に
つ
い
て

意
見
を
募
集
し
ま
す

基
本
理
念

計
画
の
策
定
体
制

計
画
期
間

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
第
２
期
障
が
い
福
祉
計
画
で
は
、
基

本
指
針
に
沿
っ
て
、
平
成
23
年
度
を
目
標
と
し
、

第
１
期
の
実
績
を
踏
ま
え
、
平
成
21
年
度
か
ら

平
成
23
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
平
成
20

年
度
に
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
実
効
性

の
あ
る
内
容
と
す
る
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
を
は
じ
め
、
事

業
者
や
雇
用
、
教
育
、
医
療
と
い
っ
た
幅
広
い

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
そ
こ
で
住
民
代
表
や
福
祉
関
係
者
、
学

識
経
験
者
な
ど
の
皆
さ
ん
を
委
員
と
す
る﹁
障

害
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
﹂
で
計
画
を
審
議
し
、

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
２
期
障
が
い
福
祉
計
画
で
は
、
平
成
17
年

３
月
に
策
定
し
た﹁
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
み
よ
し

Ⅱ（
第
２
期
三
好
町
障
害
者
計
画
）﹂の
理
念
で

あ
る﹁
障
が
い
者
の
自
律
へ
の
支
援
﹂、﹁
障
が

い
者
の
自
立
へ
の
支
援
﹂、﹁
障
が
い
者
の
地
域

に
お
け
る
暮
ら
し
へ
の
支
援
﹂の
３
つ
を
計
画

の
理
念
と
し
て
継
承
し
つ
つ
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
基
本
と
す
る
障
害
者

基
本
法
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
障
が
い
福
祉
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
期
間

　
　
　
　

12
月
１
日︵
月
︶か
ら

　
　
　
　

平
成
21
年
１
月
９
日︵
金
︶ま
で

第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します
パブリックコメント制度

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
自
立
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
必
要
に
応
じ
た
一
定
水
準
の
サ

ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
平
成
18
年
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
法
で
市
町
村
に
は
、
将
来
に
向
け

て
計
画
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
整

備
を
進
め
る
た
め
に
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
と

そ
れ
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
を
記
載
し
た

﹁
障
が
い
福
祉
計
画
﹂
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
三
好
町
で
は
、
平
成
18
年

度
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
量
の
確
保
や
目
標
数
値
の

設
定
、
さ
ら
に
地
域
生
活
移
行
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
基
盤
の
整
備
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
﹁
第
１
期

三
好
町
障
害
福
祉
計
画
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
第
１
期
計
画
の
進
行
状
況
を
踏
ま

え
﹁
第
２
期
三
好
町
障
が
い
福
祉
計
画
﹂
を
策

定
し
ま
す
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
新
た
な
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
団
体
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
し
、
障

が
い
の
あ
る
人
が
社
会
の
一
員
と
し
て
、
安
心

計
画
策
定
の
趣
旨

三
好
町
で
は
、
障
害
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
に
お
い
て
第
２
期
三
好
町
障
が
い
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

そ
の
素
案
が
で
き
ま
し
た
の
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
で
公
表
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

第
２
期
三
好
町
障
が
い
福

祉
計
画
で
は﹁
障
害
﹂と
い
う

字
句
を﹁
害
﹂の
字
が
与
え
る

イ
メ
ー
ジ
を
和
ら
げ
る
た
め

に﹁
障
が
い
﹂と
表
記
し
て
い

ま
す
。
法
令
名
称
や
固
有
名

詞
、
既
存
の
事
業
名
称
な
ど
、

表
記
を
変
更
で
き
な
い
場
合

以
外
は﹁
障
が
い
﹂の
表
記
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

字
句
の
表
記
に
つ
い
て
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障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
の
考
え
方

①
必
要
な
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

�　

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
生
活
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

②�

希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
人
に
日
中
活
動
サ

ー
ビ
ス
を
充
実

　

�　

新
体
系
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
を
推
進
し
、

希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
人
に
生
活
介
護
や

就
労
移
行
支
援
な
ど
の
適
切
な
日
中
活
動
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
し
ま
す
。

③�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
充
実
と
施
設
入
所

･

入
院
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
推
進

　

�　

地
域
に
お
け
る
居
住
の
場
と
し
て
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
自
立
訓
練
事
業
な
ど
の
推
進
に

よ
り
、
施
設
入
所
・
入
院
か
ら
地
域
生
活
へ

の
移
行
を
進
め
ま
す
。

④�

福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
な
ど
を

推
進

　

�　

法
定
雇
用
率（
１
・
８
％
）を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
就
労
移
行
支
援
事
業
の
推
進
を
図

る
た
め
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行

を
進
め
ま
す
。
ま
た
一
般
就
労
が
困
難
な
障

が
い
の
あ
る
人
が
働
く
こ
と
の
で
き
る
福
祉

施
設
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

⑤
心
の
健
康
に
関
す
る
普
及
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進

　

�　

み
ん
な
が
障
が
い
の
あ
る
人
の
こ
と
を
、

正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

障がい福祉サービスの体系

三好町

障がいの
ある人

・居宅介護

・重度訪問介護

・行動援護

・療養介護

・生活介護

・児童デイサービス

・短期入所

・�重度障害者等包括支援

・共同生活介護

・施設入所支援

・自立支援（機能・生活）

・就労移行支援

・就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）

・共同生活援助

相談支援、移動支援、地域活動支援センター、

コミュニケーション支援、日常生活用具給付、

生活サポート、日中短期入所、障害児タイムケア、

自動車運転免許取得費の補助、自動車改造費の補助、

療育体操　など

・広域支援、人材育成など

支援

介護給付
自立支援給付

訓練等給付

自立支援医療

補装具

地域生活支援事業

愛知県
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パブリックコメント制度

　

身
体
や
知
的
、
精
神
に
お
い
て
障
が
い
の
あ

る
人
を
取
り
巻
く
状
況
は
日
々
変
化
し
て
い
ま

す
。
障
が
い
福
祉
計
画
の
第
１
期
計
画
に
あ
た

る
﹁
三
好
町
障
害
福
祉
計
画
﹂
を
策
定
し
た
平

成
18
年
以
降
も
、
人
口
の
増
加
と
共
に
対
象
者

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
４
月
１

日
現
在
で
人
口
は
５
万
７
、０
０
４
人
と
な
り
、

こ
こ
５
年
間
で
お
よ
そ
１
・
13
倍
の
増
加
。
一

方
、
障
が
い
の
あ
る
人
は
１
、５
１
５
人
で
、

５
年
間
で
お
よ
そ
１
・
26
倍
と
人
口
の
増
加
率

以
上
の
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
三
好
町
で
は
、

自
立
支
援
給
付
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
（
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
）
と
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い

て
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
目
標
数
値

を
次
の
よ
う
に
定
め
、支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
サ
ー
ビ
ス
の
数
値
目
標
と

確
保
の
た
め
の
方
策

555555555555555555555

(2)�日中活動系サービス 内容
必要量の見込み（月間）

単位 現在 21年度 22年度 23年度

生活介護 常に介護が必要な人に昼間、入浴や排せつ、食事の
介護や創作的活動などの機会を提供します。 ※人日分 108 216 234 450

自立訓練（機能訓練） 自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定
期間、身体機能や生活能力の向上のための訓練な
どを行います。

人日分 ー ー ー ー

自立訓練（生活訓練） 人日分 ー ー ー ー

就労移行支援 就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知
識および能力の向上のための訓練を行います。 人日分 45 60 60 75

就労継続支援（Ａ型） 就労の機会の提供や生産活動そのほかの活動の機
会の提供、知識や能力の向上のための訓練をしま
す。A型は雇用型、B型は非雇用型

人日分 42 63 63 84

就労継続支援（Ｂ型） 人日分 42 70 70 84

療養介護 病院などの施設で、主に日中に機能訓練や療養上の
管理、看護、介護、日常生活上の援助などを行います。 人分 ー ー ー ー

児童デイサービス
障がい児に対して、施設に通っての日常生活におけ
る基本的な動作の指導や集団生活への適応訓練など
を行います。

人日分 20.0 20.0 20.0 20.0

短期入所 自宅で介護を行う人が病気の場合などに、短期の入
所による入浴や排せつ、食事の介護などを行います。 人日分 33.6 41.2 50.4 61.2

方策 ・働く場の確保に取り組み、就労移行支援の利用を促します。
・一般就労に移行した障がいのある人の、安定した就労生活の継続を支援します。

※�表中（5 ～ 7 ページ）の「現
在」の数値は、今年度（平成
20年度）の実績見込み

※�表中（5 ～ 7 ページ）の
在」
20年度）の実績見込み

自立支援給付によるサービス（障がい福祉サービス）

※人日分＝利用者数×平均利用日数

必要量の見込み（月間）

(1) 訪問系サービス 内容
必要量の見込み（月間）

単位 現在 21年度 22年度 23年度

居宅介護 自宅で入浴や排せつ、食事の介護などをします。

時間分 224.7 236.0 247.8 260.1

重度訪問介護
重度の障がいがあり、常に介護が必要な人に、自宅
で入浴や排せつ、食事などの介助や外出時の移動支
援などを総合的に行います。

行動援護
知的障がいや精神障がいにより行動が困難で常に介
護が必要な人に、行動するとき必要な介助や外出時
の移動の補助をします。

重度障害者等包括支援 介護の必要度が特に高い人に居宅介護など複数の
サービスを包括的に行います。

方策 ・事業者の育成、民間事業者における 24時間のサービス提供への支援します。
・利用者の利用意向を聴取した上で、適切なサービスを利用できるよう努めます。
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(3) 居住系サービス 内容
必要量の見込み（月間）

単位 現在 21年度 22年度 23年度

共同生活介護
共同生活援助

共同生活の場所で入浴や排せつ、食事などの介助を
します。 人 4.0 4.0 4.0 4.0

施設入所支援 施設に入所する人に夜間や休日の入浴、排せつ、食
事の介護などのサービスをします。 人 2.0 8.0 8.0 15.0

方策
・施設サービスの充実とともに、地域で自立して暮らしていける体制の確立を図ります。
・�グループホームやケアホームなどの誘致・整備を促進するため、地域住民の障がいのある人への理解を
促します。

内容
必要量の見込み（月間）

自立支援給付によるサービス（障がい福祉サービス）の続き

(4)�相談支援(サービ
ス利用計画作成) 内容

必要量の見込み（月間）

単位 現在 21年度 22年度 23年度

相談支援
福祉サービスの利用に関する調整を自分でするのが
困難な単身の障がいのある人などに、必要な支援を
行います。

人 0 0 1.0 1.0

方策 ・関係機関との役割を明確化し、民間相談支援事業者の活用と連携強化を図ります。
・相談支援やコーディネートに関する仕組みづくりを推進します。

(2)�コミュニケーション
支援事業 内容

必要量の見込み（月間）

単位 現在 21年度 22年度 23年度

コミュニケーション
支援事業

手話通訳者などの派遣を行い、聴覚や言語機能、音
声機能などに障がいのある人と相手の意思疎通の円
滑化を図ります。

人分 3.6 4.1 4.7 5.3

方策
・手話奉仕員の把握や養成に努め、サービスの提供体制を整備します。
・催し物やイベントでは、手話通訳者や手話奉仕員の参加を積極的に促します。
・役場での案内やコミュニケーションを円滑に行うため手話通訳者を配置します。
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(3)�日常生活用具給付
などの事業 内容

必要量の見込み（年間）
単位 現在 21年度 22年度 23年度

日常生活用具給付など
の事業

重度の障が
いのある人
などに対し、
日常生活用
具の給付、ま
たは貸与を
行います。

介護・訓練支援用具 (特殊寝台など) 件 2 2 3 4

自立生活支援用具 (入浴補助用具な
ど) 件 13 14 15 16

在宅療養等支援用具 (電気式たん吸
引器など) 件 7 8 9 10

情報・意思疎通支援用具 (視覚障が
い者ポータブルレコーダーなど) 件 13 14 15 16

排せつ管理支援用具 (ストマ装具な
ど) 件 600 650 700 750

居宅生活動作補助用具 (住宅改修費) 件 1 1 2 2

方策 ・日常生活用具の利用希望者の把握と、障がいの特性に合わせた適切な日常生活用具の給付をします。

(2)�コミュニケーション
支援事業 内容

必要量の見込み（月間）

単位 現在 21年度 22年度 23年度

(1) 相談支援事業 内容
必要量の見込み（月間）

単位 現在 21年度 22年度 23年度

相談
支援
事業

障がい者相談
支援事業 障がいのある人が自立した日常生活や社会生活を営

むことができるようにすることを目的とし、障がい
のある人などからの相談に応じ、必要な情報の提供
やサービスの利用に関するあっせん・調整および権
利擁護のために必要な援助を行います。

カ所 5 5 5 5

地域自立支援
協議会 カ所 1 1 1 1

成年後見制度利用支援
事業 カ所 1 1 1 1

方策 ・身近な場所やインターネットを活用した相談支援体制の充実を図ります。
・成年後見制度の利用や虐待防止などへの仕組みの整備を促進します。

地域生活支援事業
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(4) 移動支援事業 内容
必要量の見込み（月間）

単位 現在 21年度 22年度 23年度

移動支援事業
屋外での移動に困難がある障がいのある人につい
て、外出のための支援を行うことにより、地域での
自立生活および社会参加を促します。

時間分 318.8 349.7 385 423.2

方策 ・移動支援の利用希望者の把握と、利用しやすいサービス提供を促進します。
・障がいのある人の外出を支えるボランティアの育成を図ります。

(5)�地域活動支援セン
ター 内容

必要量の見込み（月間）

単位 現在 21年度 22年度 23年度

地域活動支
援センター

基礎的事
業 地域の実情に応じ、創作的活動や生産活動の機会の

提供、社会との交流の促進などの便宜を供与し、障
がいのある人の地域生活支援の促進を図ります。

人分 53 55 57 59

機能強化
事業 人分 18 19 20 21

方策 ・�通うことができる障がいのある人を把握し、障がいの特性に合わせた活動を提供します。
・近隣市町にある地域活動支援センターを活用し、障がいのある人に必要な情報提供や助言を行います。

(6) そのほかの事業 内容
必要量の見込み（月間）

単位 現在 21年度 22年度 23年度

そのほかの事業

市町村の判断により、自立し
た日常生活、または社会生活
を営むために必要な事業を行
います。　　　

生活サポート事業 人分 0 0 1 1

日中短期入所 人分 11 13 15 17

障害児タイムケア 人分 13 15 17 19

方策

・介護からの一時的な解放を目的としたサービスとしての日中一時支援事業の利用を促進します。
・自動車運転免許取得費および自動車改造費の補助の周知を図ります。
・知的障がいのある子どもの療育体操への参加を促し活性化を図ります。
・移動（訪問）入浴利用を促進します。

第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します第２期三好町障がい福祉計画案について意見を募集します
パブリックコメント制度

　第2期三好町障がい福祉計画案に対する皆さんのご意見をお聴かせください。
　なお詳しい計画案の内容は、みよし情報プラザ（役場西館 1階）、サンネット、または
三好町ホームページ（http://www.town.aichi-miyoshi.lg.jp）でご覧になれます。

▼ �意見の提出方法＝平成21年1月9日（金）までに住所・氏名・電話番号を明らかにして、
福祉課へ次のいずれかの方法で (様式は任意）
　�①郵便…〒 470-0295（住所記入不要）②電子メール… fukushi@town.aichi-
miyoshi.lg.jp��③ファクス…� (34)3388��④直接持参

▼問い合わせ＝福祉課���☎（32）8010�� (34)3388

第2期三好町障がい福祉計画案に対する皆さんのご意見をお聴かせください。

●皆さんのご意見をお聴かせください●
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心の通う対話の町政 進行中

「ヴォイス」

三
好
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
町
政

に
対
す
る
意
見
を
町
長
が
直
接
お
聴
き
す
る
、

「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
を
開
催
し
た

り
、提
言
箱
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
通
し
て「
皆

さ
ま
の
提
言
」
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
心
の
通
う
対
話
の
町
政
」
を
進
め
て

い
こ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
で
寄
せ
ら

れ
た
意
見
と
町
長
の
発
言
要
旨
や
「
皆
さ
ま
の

提
言
」
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
う
ち
、
主
に
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
の
意
見
と
回
答
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
「
皆
さ
ま
の
提
言
」
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
の
要
旨
と
、
そ
れ
に
対
す
る
三
好
町
と
し

て
の
考
え
方
を
抜
粋
で
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
提
言

　

三
好
町
に
は
０
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で

の
小
さ
い
子
ど
も
や
そ
の
親
が
集
ま
る
場
所
が

な
い
の
で
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
遊
び
場
施
設
を
設

置
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
を
持
っ

て
気
付
い
た
の
で
す
が
、
三
好
町
に
住
ん
で
い

な
が
ら
子
ど
も
を
連
れ
て
親
同
士
で
集
ま
る
と

き
に
、
東
郷
町
の
「
い
こ
ま
い
館
」
や
「
豊
田

地
域
文
化
広
場
」
に
遊
び
に
行
く
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
施
設
が
三
好
町
に
あ

れ
ば
良
い
と
、
集
ま
っ
た
親
は
み
ん
な
願
っ
て

い
ま
す
。
東
郷
町
の
「
い
こ
ま
い
館
」
に
は
、

０
歳
か
ら
２
歳
く
ら
い
ま
で
の
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
や
１
時
間
２
０
０
円
で
貸
し
切

り
が
で
き
る
和
室
も
あ
り
、
小
さ
な
子
ど
も
連

れ
に
は
大
変
便
利
で
す
。
豊
田
市
の
「
豊
田
地

域
文
化
広
場
」
に
は
、
２
歳
か
ら
５
、６
歳
く

ら
い
ま
で
の
子
ど
も
が
楽
し
く
遊
べ
る
子
ど
も

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
あ
り
、
雨
の
日
で
も
元
気
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
三
好
町
に
は
屋
内
で

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
な
い
の
で
、
屋
内

外
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
が
あ
る
と
い
い

で
す
。
そ
こ
に
お
昼
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
と
い
い
で
す
。
授
乳
室

や
お
む
つ
替
え
室
な
ど
も
必
要
で
す
。
若
い
マ

マ
や
小
さ
な
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
の
で
三
好

町
に
も
そ
の
よ
う
な
施
設
が
ぜ
ひ
ほ
し
い
で
す
。

　

三
好
町
内
に
は
、
児
童
館
や
集
会
所
な
ど
の

施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
館
は
、
児

童
厚
生
施
設
と
し
て
児
童
福
祉
法
第
40
条
に
基

づ
い
た
施
設
で
す
。
児
童（
０
歳
か
ら
18
歳
未

満
）に
健
全
な
遊
び
場
を
与
え
そ
の
健
康
を
増

進
し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
子
育
て
ク
ラ
ブ
や

子
ど
も
会
な
ど
の
地
域
活
動
の
育
成
や
助
長
を

図
り
、
児
童
の
健
全
育
成
に
関
す
る
総
合
的
な

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
児
童
館
で
は
、
小
学

校
に
通
う
児
童
の
利
用
が
一
般
的
で
す
が
、
就

学
前
の
子
育
て
中
の
母
親
が
中
心
と
な
っ
た
子

育
て
サ
ー
ク
ル
の
利
用
も
増
え
て
い
ま
す
。
個

人
で
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
施
設
は
、

屋
内
施
設
と
し
て
図
書
室
や
遊
戯
室
、
和
室
、

屋
外
施
設
と
し
て
児
童
遊
園
な
ど
が
整
い
、
就

学
前
の
幼
児
も
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
集
会
所
で
は
、
児
童

に
対
す
る
遊
び
の
場
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
児
童
館
や
集
会
所
に
は
、
児
童
の
自
主

性
や
社
会
性
、
創
造
性
を
高
め
る
た
め
に
児
童

厚
生
員
を
配
置
し
、
児
童
の
育
成
指
導
や
健
康

状
態
に
注
意
が
必
要
と
認
め
た
場
合
の
保
護
者

へ
の
連
絡
や
、
子
ど
も
会
な
ど
の
地
域
組
織
活

動
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
に
つ
い
て
、
児
童
館
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
集
会
所
は
午
後
１
時
か
ら
５

時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

三
好
根
浦
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に

意
見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
提
言
箱)

０
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子

ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

答
え　
　
　
　

(

担
当　

子
育
て
支
援
課)

児
童
館
は
就
学
前
の
親
子
や
個
人
で

も
利
用
で
き
ま
す

時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

意
見　
　
　
　
　
　
　
　

(

電
子
メ
ー
ル)

信
号
機
と
横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い

て

就学前の親子の利用が増えている
児童館（三好上児童館）
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住
ん
で
い
ま
す
。
東
名
三
好
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
は
車
の
交
通
量
も
多
く
、
近
く
に
は

ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
で
き
ま
し
た

が
、
ス
ー
パ
ー
へ
の
入
り
口
の
交
差
点
に
は
信

号
機
や
横
断
歩
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ー
パ
ー

へ
歩
い
て
行
く
の
に
道
路
の
横
断
は
大
人
で
も

渡
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
を
連
れ
て
の

横
断
は
非
常
に
危
険
で
す
。
現
場
を
見
て
ぜ
ひ

信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
近
く
の
交
差
点
の
信
号
機
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
福う

き
が
い谷

区
長
よ
り
設
置
の
要
望
書

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
す
で
に
豊
田
警
察
署

に
は
設
置
の
要
望
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
要
望

に
基
づ
き
、
豊
田
警
察
署
か
ら
も
愛
知
県
公
安

委
員
会
に
信
号
機
設
置
の
申
請
が
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
早
期

に
設
置
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

先
日
、
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
ま

し
た
。
そ
の
際
に
、
委
員
の
皆
さ
ん
が
手
分

け
し
て
各
学
校
を
回
り
、
校
長
先
生
や
若
い

先
生
た
ち
と
話
し
合
い
、
特
に
20
代
の
先
生

た
ち
か
ら
悩
み
や
考
え
を
聞
い
た
こ
と
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
多
か

っ
た
意
見
は
、
先
生
が
足
り
な
い
の
で
何
と

か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で

す
。わ

が
町
の
人
口
は
急
速
に
伸
び
、
一
昨
年

と
昨
年
に
は
小
中
学
校
を
１
校
ず
つ
開
校
し

た
ほ
ど
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
先
生
の
人
数

も
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
若
い
先
生
の
比
率
が
か
な
り
高
く
、

苦
労
さ
れ
る
場
面
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
先
生
が
足
り
な
い
と
い
っ
て
も
、
正
規

配
置
の
先
生
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
状
の
人
数
で
地
域
や
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
教
育
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
先
生
の
負

担
が
大
き
く
な
り
、
特
に
若
い
先
生
ほ
ど
対

処
の
仕
方
に
苦
労
し
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
を
配
置
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
時
代
の
流
れ
と
な
っ
て

い
る
現
在
の
社
会
で
、
発
達
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
が
６
％
余
り
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
に
も
、
実み

の
あ
る
授
業
に
し
よ

う
と
考
え
た
と
き
、
誰
か
が
そ
こ
で
ケ
ア
し

て
く
れ
た
な
ら
、
先
生
も
安
心
し
て
授
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

「
人
づ
く
り
は
教
育
か
ら
」
と
い
う
思
い

で
、
教
育
環
境
の
整
備
や
非
常
勤
講
師
の
配

置
な
ど
町
単
独
で
の
教
員
補
助
も
行
っ
て
き

た
の
で
、
ほ
か
の
市
町
と
比
較
し
て
劣
っ
て

い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
先
生
が

足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
教
育
現

場
の
改
革
を
国
や
県
で
も
っ
と
考
え
て
い
か

な
い
と
、
単
独
の
市
町
で
は
負
担
が
大
き
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

世
界
的
な
経
済
不
安
に
よ
る
税
収
の
減
少

の
影
響
が
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
き
い

て
く
る
の
が
心
配
で
す
が
、
わ
が
町
の
教
育

環
境
が
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
か
ら
学
校
教
育
の
現
場
で
も
地
域
の
皆

さ
ん
の
力
を
お
借
り
す
る
と
き
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

人
づ
く
り
は
教
育
か
ら

連
載
第
70
回

12
月
１
日(

月)

午
前
８
時
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
、
ラ
ジ
オ
・
ラ
ブ
ィ
ー
ト(

78･

６
Ｍ
Hz)

の

「
み
よ
し
モ
ー
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
」
で
、
久
野
町
長
が
コ
ラ
ム
の
内
容
を
話
題
に
生
出
演
し
ま
す
。

信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
え　
　
　
　
　
（
担
当　

防
災
安
全
課
）

豊
田
警
察
署
に
信
号
機
の
設
置
を
要

望
し
て
い
ま
す

皆さまからの提言をお待ちしています
　三好町では、心の通う対話の町政を進めていこうと、町政に対する
皆さまからの提言をいただくため「皆さまの提言箱」を設けています。

▼設置場所＝役場、サンネット、サンアート、町民病院、総合体育館、
中央図書館
※提言は「皆さまの提言箱」のほか、下記のいずれかの
方法でも受け付けています。
①電子メール…  teigen@town.aichi-miyoshi.lg.jp
②ファクス… （３４)６００８
③郵便…〒 470-0295 三好町役場秘書広報課あて(住所不要）
　　　　　　　　　　　　　　　　　秘書広報課☎(３２)８３５７

携帯電話からメー
ルで提言できます

に
設
置
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

信号機の設置を要望中の東名三好インタ
ーチェンジ南側のスーパー近くの交差点
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